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0.046％

80,318ｋｇ 90,000ｋｇ

項目 有給休暇の取得率

0.036％

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 商品の廃棄率

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

①育児の為の勤務制度 2021年度制度なし
2024年度目標 時短勤務制度の導入

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

①2024年度CO2削減量80,318kg-
CO2削減 前期比▲5,289kg-CO2削減
②2024年度ガソリン使用量5,647ℓ 前期
比　891ℓ削減

商品管理システムの導入により賞味期限管理等の見える化が可
能になった。定期的な賞味期限チェックにより食品ロスを削減で
きた。

項目 CO2削減量

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

働き方改革の推進 現状（2024年） 更新時（3年後）

2024年度 商品廃棄率0.046％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

77.88％

前期の指標に対する実績

80.00％
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、そ
れぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）
の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

①2021年度CO2 85,607ｋｇ-CO2削減
2024年度目標 90,000ｋｇ-CO2削減
②ガソリン使用量の削減
2021年度ガソリン使用量6,538ℓ
2024年度目標使用量6,200ℓ

前期の指標に対する実績

①太陽光発電によるCO2削減
②ハイブリッド車の導入によるCO2削減

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

太陽光発電の部品が経年劣化により修理が必要となった。ま
た、修理部品の取得に日数を要し長期間稼働停止となり目標値
に届かなかった。2024年度ガソリン使用量は5,647ℓと使用
量の削減達成が出来た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 2024年度に時短勤務制度を導入し、産休・育休を終えて復帰
した女性1名が時短勤務により就労しており、女性が働きやすい
環境作りが達成出来た。

2024年度 時短勤務就労者1名

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をその
まま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

お菓子を通じて、消費者、生産者、同業者との間で信頼関係を構築するとともに、SDGｓへの取り組みを共有し、社内にお
いても従業員の働きやすい環境整備を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

食品ロスの削減
2021年度 廃棄ロス量は未把握。
24年度、賞味管理のシステム構築により見え
る化し廃棄ロスを削減

①女性が働きやすい職場環境を整備

経済

環境

事業者名 株式会社　橋本屋

私たち株式会社橋本屋は「創造と実行　そして飛躍」を社是とし、環境にも目を向け、環境保全活動の推進に取り組むこと
で、SDGｓの達成に貢献していきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

食品ロスの削減

太陽光発電・ハイブリッド車の導入によるCO2削減


